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1. 次の関数の増減を調べよ.
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(3) f(x) = x3 − 3x− 1
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(5) f(x) = −1
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2. 前問 (3)～(5) の結果を使って, 次の関数のグラフの概形を描け (図の目盛りは 1 ず

つ区切ってあるとする. グラフが格子のどこを通るか, なども考えてなるべく正確に

描いてみてください).
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